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 平成３０年度 第４回 都市環境デザイン委員会議事概要 

               日時：平成３１年２月４日（月）１６：３０から 

               場所：帯広市役所１０階第５A会議室 

 

出席委員 

武士澤委員長、藤平副委員長、青木委員、赤嶺委員、 

門委員、丸本委員、紅葉委員、和田委員 

事 務 局 

大橋都市計画課長、池田計画担当課長、三津課長補佐、 

奥秋基本計画係長、涌井主査、中鉢主任、阿部係員 

議事概要 

 １ 開 会 

 ２ 委員長挨拶 

 ３ 議   題 

   （１）協議・報告事項 

    ①平成３０年度 都市景観形成主要建築物について 

     帯広消防署（仮称）柏林台出張所に係る説明を担当課より行いました。 

     主な意見・質疑は次のとおりです。 

 【委 員】   

   パースを見ると帯広市の図書館や、市内の金融機関の建物などと外観が似ている印

象を受けるが、どのような経緯で決定したものか。 

 

 【説明員】 

   建設予定地の南に隣接する休日夜間急病センターの外観と統一感を持てるようにし

ており、レンガタイルやコンクリートの打ち放し、アルミパネルを採用している。 

 

【委 員】  

  建築物の北側は打ち放し仕上げとなるのか？もしそうであれば、どうしても寒々し 

 い印象を受けるように感じる。 

 

【説明員】 

    北側は塗装仕上げの予定となっている。あまり暗くならない、白っぽい色の使用を考

えている。 

 

【委 員】 

  使用されるサッシについて、公共事業の建築物はシルバー系の色が多いが、どんな色

を考えているか。メタリック系のステンカラーやブラウン色の使用も検討してみてはど

うか。 

 

【説明員】 

  現在のところシルバー系の色を考えているが、ステンカラーやブラウン色の使用も

検討していきたいと思う。 

  

【委 員】 

  建築予定地の北側が空き地となっており、今後建物が建つ可能性はあるのかもしれ

ないが、北側から見た意匠性が少ないのではないか。 

 

【説明員】 

  敷地の周りに高木の植樹予定はある。車などからの視点で考えると問題はないと考

えている。色や素材の工夫については検討する。 
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 【委 員】 

   敷地周辺に植栽予定の高木について、樹種と植栽間隔はどのくらいを考えているのか。 

  

【説明員】 

樹種は選定中である。間隔は２.８ｍ間隔で考えている。 

 

【委 員】 

   植栽は季節の変化を感じられるものにして、無理に一種類に統一しなくてもいいの

ではないか。ポイントとなる場所にシンボル的なものを植えるのもどうか。例えば入口

の脇などに桜など花が咲く、または紅葉する樹種を植えて特徴を持たせるなどが考え

られる。 

 

 【説明員】 

検討する。 

 

 【委 員】 

   訓練塔の規模、外観はどのようなものか。 

 

 【説明員】 

   高さは約７ｍ。基本的には鉄骨でできており、外壁などはない。訓練施設としての機

能を重視しているため、色合いもメッキのシルバー色を考えている。 

 

 【委 員】 

   ソーラーパネルの設置場所は発電効率を考えた結果によるものなのか。 

 

 【説明員】 

   架台を付けて設置するよりも庇の壁面の方が効率的にも意匠的にもよいと考えている。  

 

 【委 員】 

   ソーラーパネルの設置場所について、雨垂れや雪による緊急車両の出動に影響はな

いのか。 

  

 【説明員】 

   現帯広消防署の庇も同様のデザインとなっており、特に影響はないと考えている。 

  

【委 員】 

   ホース乾燥塔の赤い意匠は、シンボルとしては弱いのではないか。立体的ではなく、

四方に赤いラインを引くのはどうか。 

  

【委 員】 

  街並みに溶け込むようにしたいのか、目立つ建物にしたいのかによってデザインの

考え方は変わってくる。 

 

【委 員】 

  市民が「消防」だとわかるのは建物の外構によるものだけではなく、普段から見える

関係車両や訓練の様子も影響する。 
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【委 員】 

  札幌にある観光施設などで周囲を錦木（ニシキギ）で囲い、紅葉の時期は赤一色とな

るような特徴的な植栽をしている例もある。 

 

【委 員】 

   消防は市民の命を預かる施設であるから、ソーラーパネルよりも非常用発電機を大

きくするなどしたほうが良いのではないか。 

 

 【委 員】 

   今後は外国人労働者等が増えてくることが考えられる。日本語がわからない人でも

理解出来るピクトサインや英語表記などが公共サインに必要となってくるだろう。 

 

 【委 員】 

   太陽光パネルの反射によって車にとって眩しいことも懸念される。そういったこと

も含めて配慮してほしい。 

    

 

 【委員長】 

   多くの質問・意見があったが、帯広消防署（仮称）柏林台出張所は都市景観形成ガイ

ドラインに基づいて計画されているとしてよろしいか。 

 

 【委 員】 

   （意見なし） 

 

 【委員長】 

  意見がないようなので、本建築はガイドラインに基づいて計画されていることとした

い。なお、委員の皆様からの意見については、事務局の方で取りまとめ、可能な範囲で

計画に反映するようにお願いしたい。 

②平成３０年度 帯広市まちづくりデザイン賞表彰式等について 

 昨年１１月１６日に実施した平成３０年度帯広市まちづくりデザイン賞表彰式に

ついて報告を行いました。 

 主な意見・質疑は次のとおりです。 

 

 【委員長】 

   表彰式の中で受賞者の方から建物に対する想いやエピソードをお聞きすることがで

きた。帯広の景観が好きである、より良くしたいという気持ちが伝わってきて、私やそ

の場にいた事務局等の関係者も嬉しく感じたと思う。 

 

   ③平成３１年度 帯広市都市環境デザイン委員会の予定について 

    事務局より、平成３１年年度の委員会の予定について説明を行いました。 

    意見・質疑は特にありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

   ④平成 31年度 帯広市まちづくりデザイン賞の実施について 

   事務局より、平成３１年年度の帯広市まちづくりデザイン賞について説明を行いました。 
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   意見・質疑は特にありませんでした。 

  

 ４.そ の 他 

   事務局より、次回の開催予定について説明がありました。 

 

 ５.閉 会 

    

 以 上 


